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投稿を歓迎します
• 皆様のお仕事などでの成果、創作、社会貢献など、

ご活躍のご様子をぜひお知らせください。

• クラス会の様子もお知らせください。
　郵送先 都立工芸同窓会
　（住所は工芸高等学校と同じで、最終ページにあります。）

　またはホームページのお問い合わせよりご投稿ください。
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誠実　元気　信愛　規律 「
こ
う
げ
い
」発
行
に
寄
せ
て

 
統
括
校
長
　
池
上
　
信
幸

皆
様
こ
ん
に
ち
は
。
校
長
の
池
上
信
幸
で
す
。

日
頃
、
同
窓
会
の
皆
様
に
は
、
本
校
の
教
育

活
動
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
深
く
感
謝

い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
本
年
5
月
に
同
窓
会
総

2
0
2
2
年
度

総
会
開
催
報
告

5
月
21
日
（
土
）
午
後
1
時
よ
り
3
年
ぶ
り

と
な
る
「
都
立
工
芸
同
窓
会
2
0
2
2
年
度

総
会
」
が
、
コ
ロ
ナ
感
染
症
拡
大
防
止
対
策
を

施
し
母
校
1
階
視
聴
覚
室
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
に
先
立
ち
、
福
田
哲
夫
氏
（
1
9
6
7
年
・

D
卒
）
に
よ
る
記
念
講
演
『「
新
幹
線
の
つ
く
り

方
を
変
え
た
デ
ザ
イ
ン
」
都
立
工
芸
に
学
び
助

け
ら
れ
た
半
世
紀
』
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

講
演
で
福
田
氏
は
、
工
芸
高
等
学
校
時
代
の

厳
し
い
授
業
の
有
様
の
紹
介
か
ら
始
ま
り
、
そ

の
経
験
が
デ
ザ
イ
ン
に
大
き
く
役
立
っ
た
と
お

話
し
さ
れ
ま
し
た
。
独
立
後
の
レ
ン
ダ
リ
ン
グ

や
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
作
品
紹
介
、
新
幹
線

の
デ
ザ
イ
ン
の
ま
さ
に
「
新
幹
線
の
つ
く
り
方

を
変
え
た
デ
ザ
イ
ン
」
の
具
体
的
な
事
例
紹
介

を
い
た
だ
き
大
変
素
晴
ら
し
い
90
分
の
講
演
を

頂
き
ま
し
た
。

（
休
憩
を
挟
み
「
総
会
」
を
開
催
）

総
会
次
第

一
、 

開
会
の
辞

会
を
迎
え
ら
れ
、
新
た
に
梶
様
を
会
長
と
し
た

新
た
な
体
制
で
の
ス
タ
ー
ト
を
切
ら
れ
た
こ
と
に
、

心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
コ
ロ

ナ
禍
に
お
け
る
難
し
い
か
じ
取
り
を
さ
れ
、
本

校
の
教
育
活
動
を
積
極
的
に
ご
支
援
い
た
だ
い

た
大
賀
前
会
長
は
じ
め
会
員
の
皆
様
の
ご
厚
情

に
重
ね
て
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。
本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

都
立
工
芸
高
校
を
取
り
巻
く
状
況
で
す
が
、

東
京
都
教
育
委
員
会
は
、
都
立
の
工
業
高
校
改

革
に
つ
い
て
、
今
年
2
月
に
発
表
を
行
い
、
今

年
度
か
ら
の
計
画
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

具
体
的
に
は
、
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
社
会
に
対

応
し
た
新
し
い
工
業
技
術
者
の
育
成
を
加
速
さ

せ
、
こ
れ
か
ら
の
産
業
社
会
で
活
躍
で
き
る
人

材
を
輩
出
す
る
こ
と
を
狙
い
と
し
た
も
の
で
す
。

当
然
、
工
芸
高
校
も
こ
の
改
革
の
対
象
校
と
し

て
取
組
を
進
め
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

全
校
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
専
門
学
科
の
改
編

や
新
た
な
学
科
へ
の
変
更
と
い
っ
た
取
組
を
進

め
る
高
校
も
あ
り
ま
す
が
、
工
芸
高
校
の
既
存

の
五
つ
の
学
科
は
全
日
制
及
び
定
時
制
と
も
対

象
と
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
、
工
業
高
校

の
生
徒
募
集
対
策
と
し
て
、
校
名
が
工
業
高
校

と
な
っ
て
い
る
15
校
の
都
立
工
業
高
校
は
全
て
、

2
0
2
3
年
度
よ
り
工
科
高
校
へ
と
校
名
を
変

更
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
当
初
、
全
て
の

工
業
高
校
を
対
象
と
し
て
校
名
変
更
の
議
論
が

ス
タ
ー
ト
し
た
こ
と
も
あ
り
、
工
芸
高
校
に
つ

い
て
も
検
討
さ
れ
ま
し
た
が
、
校
名
変
更
の
必

要
性
は
な
い
と
認
め
ら
れ
対
象
と
は
な
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

戦
後
、
工
業
高
校
の
改
革
は
何
度
か
行
わ
れ

ま
し
た
が
、
工
芸
高
校
は
行
政
主
導
の
改
革
・

学
科
改
編
等
の
対
象
校
と
な
っ
た
こ
と
は
な
く
、

昭
和
・
平
成
の
時
代
に
は
学
科
名
を
現
在
の

も
の
に
改
め
、
常
に
時
代
の
変
化
を
読
み
取
り
、

自
ら
改
革
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ

れ
は
、
各
学
科
の
本
質
的
な
価
値
を
残
す
た
め

の
改
革
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
何
を
も
っ

て
本
質
と
す
る
の
か
は
、
難
し
い
問
題
で
す
が
、

連
続
的
に
今
に
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
は
確
か
で
、

D
N
A
は
継
承
さ
れ
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

東
京
都
の
工
業
高
校
改
革
が
始
ま
り
ま
し

た
が
、
不
易
な
る
も
の
を
柱
と
し
て
、
工
芸
高

校
の
伝
統
や
文
化
を
継
承
し
つ
つ
、
工
芸
高
校

を
少
し
で
も
前
進
を
さ
せ
て
次
の
時
代
へ
と
バ

ト
ン
を
渡
す
。
こ
れ
が
、
私
た
ち
の
役
割
と
認

識
し
て
い
ま
す
。
同
窓
会
の
皆
様
に
は
、
引
き

続
き
後
輩
た
ち
へ
激
励
を
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

本
校
の
教
育
活
動
に
ご
支
援
と
ご
協
力
を
い
た

だ
け
る
と
幸
い
で
す
。
今
後
と
も
宜
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

秋
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全日制
コンクール等・入賞
■INTERIOR
• 第1回POLUS木造住宅インターハイ
 奨励賞：1名
■DESIGN
• （冊子）東京都立高等学校に入学を希望する皆さんへ 
 表紙採用：1名、挿絵採用：1名
•令和4年度学校要覧
 表紙採用：1名
•都立病院機構　シンボルマークデザイン
 採用：1名

資格取得・検定合格
■MACHINE CRAFT
• ジュニアマイスター
 ゴールド：9名合格、シルバー：4名合格
・計算技術検定
 1級：3名合格、3級：27名合格
■INTERIOR
• 色彩検定
 2級：1名合格
• 第88回　建築ＣＡＤ検定試験
 2級：8名合格、3級：1名合格
• レタリング技能検定
 3級：31名合格
■DESIGN
• レタリング技能検定
 3級：33名合格
─
定時制
資格取得・検定合格
■MACHNE CRAFT
• 第86回計算技術検定
 3級：2年6名合格
• 色彩検定
 2級：4年1名合格
• ＩＣＴプロフィシエンシー検定
 4級：2年1名合格
■INTERIOR
•第50回レタリング技能検定
 3級：2年6名合格

母
校
だ
よ
り

コ
ン
ク
ー
ル
等
の
入
賞
者
・
成
績

D
科
3
年
田
中
さ
ん
、都
立
病
院
の

シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
デ
ザ
イ
ン
に

採
用
さ
れ
る

東
京
都
で
は
、2
0
2
2
年
7
月
1
日
に
、

高
度
・
専
門
的
医
療
を
担
っ
て
き
た
都
立
病
院

（
8
病
院
）と
地
域
医
療
を
強
み
と
し
て
き
た
公
社

病
院（
6
病
院
・
東
京
都
が
ん
検
診
セ
ン
タ
ー
）を
一
体

と
し
て
地
方
独
立
行
政
法
人
化
し
、地
方
独
立

行
政
法
人
東
京
都
立
病
院
機
構
を
設
立
い
た
し

ま
し
た
。
そ
れ
に
伴
い
、都
立
の
デ
ザ
イ
ン
系
専

門
高
校
を
対
象
に
募
集
さ
れ
た
東
京
都
立
病
院

機
構
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
デ
ザ
イ
ン
に
、全
日
制

3
年
D
科
田
中
望
さ
ん
の
作
品
が
数
あ
る
応
募

作
品
の
中
か
ら
採
用
さ
れ
、６
月
16
日
、病
院

経
営
本
部
長
よ
り
感
謝
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。

│2
0
2
2
年
度「
工
芸
祭
」

2022

年
10
月
29
日
（
土
）・
30
日
（
日
）
の
2
日
間
、「
ス

チ
ー
ム
パ
ン
ク steam

punk

」
を
テ
ー
マ
に
工
芸
祭
を

母
校
に
於
い
て
開
催
予
定
で
す
。

詳
細
は
都
立
工
芸
高
等
学
校
H
P
に
て
ご
確
認
く
だ

さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

田
中
さ
ん
は
、こ
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
で
、東

京（
t
o
k
y
o
）の
頭
文
字「
t
」と
、病
院
の

「
十
字
マ
ー
ク
」に
、両
腕
を
広
げ
る
人
の
姿
を

重
ね
た
イ
メ
ー
ジ
で
、都
立
病
院
が
安
心
の
よ

り
ど
こ
ろ
で
あ
る
こ
と
を
表
現
し
ま
し
た
。

ま
た
、安
心
と
信
頼
を
感
じ
さ
せ
る
ブ
ル
ー

と
グ
リ
ー
ン
を
ベ
ー
ス
に
、光
を
感
じ
る
色
調
で
、

未
来
へ
向
か
っ
て
東
京
の
医
療
を
支
え
て
い
く

こ
と
も
表
現
し
ま
し
た
。

シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
は
本
年
７
月
１
日
以
降
、

都
立
病
院
機
構
の
広
報
等
に
使
用
さ
れ
て
い
ま

す
。

都立工芸同窓会  会報  こうげい No.180
発行者：梶広幸　編集：梶広幸 神山隆夫 磯野祥 伊東久江　デザイン：中村陽道　印刷所：大東印刷工業株式会社
発行：都立工芸同窓会　〒113-0033 文京区本郷1-3-9 都立工芸高等学校内 Tel.03-3814-8755（呼）　事務局：神山隆夫 磯野祥

スマートフォンから会費の納入が
簡単にできるようになりました

届きました「払込取扱票」のお名前の下に印刷さ
れたバーコードから会費・寄付の納入ができます。利
用できるのはLINE Pay（ラインペイ）、PayPay（ペイペイ）、

au PAY（エーユーペイ）、PayB（ペイビー）です。アプリで読
取ると写真の画面になり、確認して納入の終了です。
（画面に表示されるサラトは会費納入の代行業者です）

都立病院機構
シンボルマークデザイン
採用作品
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3

1
9
0
3
年
の
東
京
府
議
会
で
工
芸
学
校
設
立
は
議
題
に
上
っ
た
が
、
1
9
0
4
〜
1
9
0
5
年
の
日
露
戦
争
で
棚

上
げ
さ
れ
て
い
た
。
戦
争
後
、
一
流
商
店
が
並
ん
で
い
た
銀
座
通
り
で
は
、
そ
の
ウ
イ
ン
ド
ウ
に
あ
る
金
細
工
を
は
じ

め
と
し
た
ア
ク
セ
サ
リ
ー
類
は
舶
来
品
ば
か
り
で
あ
っ
た
。

1
1
0
年
を
超
え
る
歩
み 

も
っ
と
知
り
た
い
都
立
工
芸
の
歴
史

第
4
回

東
京
府
立
工
芸
学
校
誕
生
　
金
属
細
工
科
・
精
密
機
械
科

二
、 

会
長
挨
拶　

 　

大
賀 

勉　

氏

三
、 
来
賓
代
表
挨
拶 

東
京
都
立
工
芸
高
等
学
校

 

統
括
校
長　

池
上 

信
幸　

先
生

四
、 

2
0
2
1
年
度
会
計
報
告　

 

事
務
局

五
、 

会
則
変
更
の
件　

大
賀 

勉　

氏

六
、 

新
役
員
承
認　

2
0
2
2・2
3
年
度
役
員

七
、 

新
会
長
挨
拶　

 
梶 
広
幸　

氏

八
、 

2
0
2
2
年
度
予
算
案
承
認　

事
務
局

九
、 

閉
会
の
辞

全
て
の
議
案
が
承
認
さ
れ
、
午
後
3
時
20
分
に

閉
会
い
た
し
ま
し
た
。

│《
記
念
講
演
参
加
者
》

ご
招
待
10
名
・
同
窓
会
員
68
名
・
総
計
78
名

《
総
会
参
加
者
》

ご
来
賓
4
名
・
同
窓
会
員
68
名
・
総
計
72
名

│

2
0
2
2
年
度
総
会

記
念
講
演
に
参
加
し
て

記
念
講
演
を
拝
聴
し
て

 

上
口　

睦
人（
1
9
5
7
年
・
D
卒
）

去
る
5
月
21
日
都
立
工
芸
同
窓
会
総
会
に
出

席
し
ま
し
た
。
こ
の
総
会
に
強
く
私
を
誘
っ
た

の
は
、
福
田
氏
の
記
念
講
演
「
新
幹
線
の
つ
く

り
方
を
変
え
た
デ
ザ
イ
ン
」
で
し
た
。

福
田
氏
は
私
と
同
じ
デ
ザ
イ
ン
科
の
10
期
後

輩
で
す
が
、
か
ね
て
よ
り
新
幹
線
を
デ
ザ
イ
ン

し
た
後
輩
が
D
科
に
い
る
と
聞
き
及
ん
で
お
り

ま
し
た
。
私
は
都
立
工
芸
を
卒
業
後
、
新
潮
社

に
入
り
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
界
を
歩
ん
で

来
ま
し
た
の
で
、
工
業
デ
ザ
イ
ン
界
に
は
明
る

く
な
い
の
で
す
が
、
新
幹
線
を
デ
ザ
イ
ン
し
た

後
輩
が
い
る
と
言
う
噂
は
何
故
か
、
我
が
事
の

様
に
誇
り
に
思
っ
て
お
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
福
田
氏
の
生
の
デ
ザ
イ
ン
話
し
が
聞

け
る
と
あ
っ
て
、
当
日
は
逸
る
気
持
ち
を
押
さ

え
な
が
ら
、
我
が
工
芸
校
舎
に
向
か
い
ま
し
た
。

講
演
の
内
容
は
少
年
時
代
か
ら
の
生
い
立
ち

に
始
ま
り
、
都
立
工
芸
時
代
の
課
題
の
多
さ

に
追
わ
れ
、
徹
夜
を
迫
ら
れ
た
思
い
出
話
し
な

ど
聴
講
す
る
私
に
と
っ
て
も
、
工
芸
高
校
時
代

を
彷
彿
と
さ
せ
る
懐
か
し
い
思
い
出
で
し
た
。　

そ
う
し
た
講
演
の
中
で
、
私
が
瞠
目
し
た
の

は
、
福
田
氏
が
ア
メ
リ
カ
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
、
レ

イ
モ
ン
ド
・
ロ
ー
ウ
ィ
の
『
口
紅
か
ら
機
関
車

ま
で
』
に
準
え
、
ご
自
分
の
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
を
「
指

輪
か
ら
新
幹
線
ま
で
」
と
紹
介
し
た
事
で
し
た
。

レ
イ
モ
ン
ド
・
ロ
ー
ウ
ィ
は
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ

イ
ナ
ー
で
あ
り
な
が
ら
、
冷
蔵
庫
や
機
関
車
ま

で
デ
ザ
イ
ン
し
た
、
工
業
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
し
て

知
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
著
書
の
『
口
紅
か
ら

機
関
車
ま
で
』
は
翻
訳
さ
れ
、
日
本
の
若
き
デ

ザ
イ
ナ
ー
た
ち
の
バ
イ
ブ
ル
と
さ
れ
て
お
り
ま

し
た
。

福
田
氏
も
そ
の
著
書
を
読
み
、
自
ら
の
デ
ザ

イ
ン
ワ
ー
ク
で
、
そ
れ
を
超
越
す
る
か
の
様
に

新
幹
線
を
デ
ザ
イ
ン
し
た
講
演
に
は
聴
講
し
て

い
て
胸
の
す
く
思
い
で
し
た
。

講
演
も
終
盤
に
入
る
と
、
新
幹
線
を
デ
ザ
イ

ン
す
る
コ
ン
セ
プ
ト
に
触
れ
て
き
ま
し
た
。

福
田
氏
は
そ
れ
を
感
性
領
域
の
テ
ー
マ
と
し

て
「
風
・
音
・
光
」
と
説
き
ま
し
た
。
ま
た
デ

ザ
イ
ン
は
知
識
か
ら
知
恵
に
よ
っ
て
結
実
す
る

と
説
き
ま
し
た
。
講
演
が
終
わ
る
と
、
私
は
福

田
氏
に
駆
け
寄
り
名
刺
の
交
換
を
し
て
講
演
の

感
動
を
伝
え
、
ま
す
ま
す
の
活
躍
に
エ
ー
ル
を

送
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
総
会
の
年
次
報
告
が
あ
り
閉
会
と

な
り
ま
し
た
。
講
演
会
の
余
韻
が
覚
め
や
ら
ぬ

私
は
、
一
日
も
早
く
N
7
0
0
に
乗
ろ
う
と
考

え
て
お
り
ま
し
た
。
私
は
静
岡
の
造
園
デ
ザ
イ

ン
会
社
に
仕
事
が
あ
り
、
月
に
一
度
は
新
幹
線

で
出
掛
け
ま
す
。
今
ま
で
は
乗
客
の
一
人
で
し

た
が
、
こ
れ
か
ら
は
福
田
氏
の
感
性
領
域
の
テ
ー

マ
に
あ
っ
た
「
風
・
音
・
光
」
に
触
れ
な
が
ら

N
7
0
0
の
旅
を
楽
し
み
た
い
と
思
い
つ
つ
家

路
に
つ
き
ま
し
た
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
改
定
し

半
年
経
過
い
た
し
ま
し
た（
現
状
の
報
告
）

今
年
３
月
19
日
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
改
訂
を

実
施
し
半
年
が
経
過
い
た
し
ま
し
た
。
会
員
の

皆
様
か
ら
情
報
の
提
供
や
投
稿
を
継
続
的
に
頂

く
こ
と
が
で
き
一
週
間
毎
に
記
事
ア
ッ
プ
が
で

き
９
月
末
迄
で
合
計
28
件
の
記
事
掲
載
と
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の
半
年
に
新
た
に
約
1
、

4
0
0
名
の
方
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
閲
覧
し
て

い
た
だ
き
、
一
回
の
訪
問
で
約
４
ペ
ー
ジ
を
観

て
頂
い
て
お
り
ま
す
。
会
員
の
皆
様
か
ら
の
情

報
提
供
や
、
投
稿
に
よ
る
記
事
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
へ
の
掲
載
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
記
事
の
「
こ
う

げ
い
」
へ
の
掲
載
、
ツ
イ
ッ
タ
ー
に
よ
る
「
記

事
ア
ッ
プ
の
紹
介
」
な
ど
各
媒
体
の
連
携
が
進

み
つ
つ
あ
り
ま
す
。

会
費
納
入
と
寄
付
機
能
の
拡
充

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
新
た
な
機
能
と
し
て
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
に
よ
る
会
費
納
入
と
寄
付
が
出

来
る
よ
う
に
成
り
ま
し
た
。
９
月
ま
で
に
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
会
費
納
入
と
寄
付
を
頂
い
た
方

は
16
名
に
な
り
ま
す
。
大
変
有
難
う
ご
ざ
い
ま

す
。
左
記
の
Q
R
コ
ー
ド
か
ら
ア
ク
セ
ス
で
き

ま
す
。

〇
手
島
精
一
と
渋
沢
栄
一
の
後
押
し

東
京
高
等
工
業
学
校（
現
東
京
工
業
大
学
）初
代

校
長
で
あ
っ
た
手
島
精
一
は
国
産
品
製
造
の
職

工
の
育
成
に
熱
心
で
あ
り
、「
工
業
教
育
は
よ
う

や
く
始
ま
っ
た
が『
工
芸
教
育
』は
未
だ
学
校

が
な
く
、ま
ず
都
市
に
設
置
す
べ
き
」と
主
張
し

た
。
東
京
府
は
こ
れ
に
力
を
得
て
、先
に
流
れ
た

工
芸
学
校
設
置
案
を
復
活
さ
せ
る
。
設
立
委
員

会
の
委
員
長
は
実
業
界
で
工
業
教
育
奨
励
の
旗

を
振
っ
て
い
た
渋
沢
栄
一
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
て

1
9
0
7
年
5
月
10
日
、本
科
4
年
制
、選
科

2
年
制
の
金
属
細
工
科
、精
密
機
械
科
か
ら
な

る
東
京
府
立
工
芸
学
校
が
誕
生
し
た
。

〇
金
属
工
芸
の
す
べ
て
に
取
り
組
む

　
金
属
細
工
科（
現
ア
ー
ト
ク
ラ
フ
ト
科
）

工
芸
品
や
小
型
機
械
製
造
の
近
代
化
の
遅
れ

を
取
り
戻
し
、そ
の
製
造
技
術
者
を
育
成
す
る

使
命
が
本
校
に
は
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、西
洋
の

機
械
を
用
い
て
精
巧
な
工
芸
品
を
つ
く
る
あ
ら

ゆ
る
技
法
を
教
え
よ
う
と
い
う
の
が
一
般
工
業

学
校
と
は
異
な
る
工
芸
学
校
の
金
属
細
工
科
で

あ
っ
た
。
そ
の
幅
広
い
実
習
内
容
は
、金
銀
工
・

板
金
工
・
鋳
金
工
3
分
科
、お
よ
び
選
科
の
鍍
金

工
な
ど
で
、大
正
初
期
の
学
校
案
内
に
掲
載
さ

れ
て
い
た
。

創
立
初
代
科
長
を
務
め
た
山
本
正
三
郎
と
教

師
の
山
本
茗
次
郎
は
東
京
美
術
学
校
彫
金
科
、

鋳
金
科
第
1
回
卒
業
生
で
あ
り
、岡
倉
天
心
の

弟
子
。
と
も
に
日
本
美
術
院
創
立
時
の
金
工
の

実
技
担
当
で
あ
っ
た
。

〇「
精
密
」の
二
文
字
に
誇
り
を
込
め
た

　 

精
密
機
械
科（
現
・
マ
シ
ン
ク
ラ
フ
ト
科
）

金
属
細
工
科
は
伝
統
工
芸
品
の
技
術
の
上
に

新
た
な
西
洋
の
デ
ザ
イ
ン
や
近
代
的
機
械
を
導

入
し
、内
需
・
外
需
に
応
じ
た
技
術
者
を
育
て
る

目
標
が
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、小
型
精
密

機
械
を
扱
う
技
術
者
を
育
て
よ
う
と
し
た
の
が

精
密
機
械
科
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
日
本
に
は

な
い
機
械
で
、こ
れ
ま
で
に
は
ま
っ
た
く
な
い
物
、

例
え
ば
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
、バ
ル
ブ
、ゲ
ー
ジ
な

ど
を
つ
く
る
、そ
こ
が
金
属
細
工
科
と
は
異
な
っ

て
い
た
。
工
芸
学
校
の
一
分
科
で
は
あ
っ
た
が
、

工
芸
品
を
つ
く
る
の
で
は
な
く
近
代
産
業
、お

よ
び
生
活
の
近
代
化
に
お
い
て
の
必
需
品
を
製

造
す
る
技
術
を
教
え
た
。
し
た
が
っ
て
、社
会
か

ら
も
っ
と
も
急
務
な
人
材
と
し
て
卒
業
後
の
進

路
が
約
束
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
た
め
、東
京
府
内

の
中
等
学
校
の
中
で
も
っ
と
も
競
争
率
の
高
い

学
校
の
一
つ
で
あ
っ
た（
大
正
5
年
で
は
10
倍
）。

今
景
彦
初
代
校
長
が
精
密
機
械
科
と「
精
密
」

の
二
文
字
を
付
け
た
と
こ
ろ
が
ネ
ー
ミ
ン
グ
の

ミ
ソ
で
あ
っ
た
。
機
械
産
業
界
は
常
に
精
密
を

目
指
す
も
の
で
あ
る
し
、そ
の
二
文
字
に
よ
っ
て

生
徒
は
他
と
は
違
う
時
代
の
先
端
を
行
く
も
の

と
い
う
プ
ラ
イ
ド
を
得
て
、作
業
そ
の
も
の
も
緻

密
に
行
う
姿
勢
を
自
然
に
持
つ
か
ら
で
あ
る
。

 

伊
東
久
江（
1
9
8
5
年
・
F
卒
）

 

参
考
文
献
／
図
版
出
典 『
都
立
工
芸
一
〇
〇
年
の
歩
み
』

金属細工科｜板金工場

精密機械科｜仕上工場

記念講演と総会の様子

上　

会
費
納
入
ペ
ー
ジ
Q
R
コ
ー
ド

下　

ツ
イ
ッ
タ
ー
ペ
ー
ジ
Q
R
コ
ー
ド

都 立 工 芸 同 窓 会 会 報 | 1 8 0 2



5

中
京
工
芸
会
だ
よ
り

下
山
田
前
会
長
を
偲
ん
で

中
京
工
芸
会
前
会
長
の
下
山
田
信
一
郎
様

（
1
9
4
8
・
M
卒
）が
3
月
3
日
心
不
全
に
て
亡
く

な
り
ま
し
た（
享
年
91
才
）。
長
い
期
間
中
京
工
芸

会
に
ご
尽
力
頂
き
ま
し
た
。
在
り
し
日
の
思
い
を

振
り
返
り
、哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す
。

下
山
田
大
先
輩
と
私
の
出
会
い
は
、昭
和
38
年

の
中
京
工
芸
会
創
立
総
会
の
時
で
し
た
。
当
時
は
、

一
回
り
も
違
う
大
先
輩
と
22
才
の
若
輩
、お
話
し

出
来
る
状
況
で
は
な
か
っ
た
様
に
記
憶
し
て
い
ま

す
。
そ
の
後
昭
和
54
年
よ
り
、会
長
・
副
会
長
・
会

長
を
40
年
間
務
め
て
頂
き
ま
し
た
。
そ
の
頃
か
ら

二
人
三
脚
で「
中
京
工
芸
会
の
灯
を
消
し
て
は
い

け
な
い
」を
合
言
葉
に
し
て
の
あ
っ
と
い
う
間
の

40
年
間
で
し
た
。
創
立
以
来
コ
ロ
ナ
禍
で
途
切
れ

る
迄
、1
回
も
欠
か
さ
ず
56
回
迄
、続
け
ら
れ
た

こ
と
は
、素
晴
ら
し
い
こ
と
で
し
た
。
第
一
に
思
い

浮
か
ぶ
の
が
、嬉
し
そ
う
に
お
酒
を
飲
ま
れ
る
仕

草
は
、忘
れ
る
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
。
亡
く
な
っ

た
こ
と
が
嘘
の
よ
う
で
す
。
大
先
輩
と
の
最
後
の

3
年
間
は「
関
西
工
芸
会
」と
の
交
流
会
で
、京

都
・
大
阪
・
神
戸
へ
と
御
一
緒
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

私
的
の
こ
と
を
含
め
て
思
い
出
は
沢
山
有
り
ま

す
が
、心
の
内
に
留
め
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

 

中
京
工
芸
会
会
長　

五
反
田　
稔（
1
9
6
0
年
・
M
卒
）

関
西
工
芸
会
だ
よ
り

こ
の
度
の
記
事
を
書
い
て
い
る
7
月
下
旬
、国

内
で
は
コ
ロ
ナ
感
染
第
7
波
が
猛
威
を
奮
っ
て
お

り
ま
す
。
6
月
末
迄
は
1
日
あ
た
り
の
感
染
者

数
が
日
に
日
に
減
少
し
、こ
の
ま
ま
収
束
に
向
か

い
今
年
こ
そ
は
関
西
工
芸
会
の
集
い
を
開
催
で

き
る
の
で
は
な
い
か
と
期
待
に
胸
膨
ら
ま
せ
た
私

で
す
が
期
待
は
外
れ
ま
し
た
。

現
状
を
鑑
み
て
丸
山
会
長
と
協
議
を
し
、本

年
度
の
関
西
工
芸
会
の
集
い
は
安
心
し
て
集
う

事
が
出
来
な
い
と
判
断
し
中
止
と
さ
せ
て
頂
き

ま
す
。
開
催
を
楽
し
み
に
待
っ
て
い
て
く
だ
さ
っ

た
関
西
工
芸
会
の
皆
様
、ま
た
1
年
元
気
に
待
っ

て
い
て
く
だ
さ
い
!
年
内
に
関
西
工
芸
会
の
皆

様
に
は
今
年
こ
そ
お
便
り
を
送
り
ま
す
の
で
返

信
ハ
ガ
キ
も
同
封
い
た
し
ま
す
。
元
気
な
報
告

を
沢
山
頂
け
る
事
を
待
っ
て
お
り
ま
す
!

関
西
工
芸
会
と
同
じ
く
ら
い
歴
史
が
深
く
中

京
地
域
に
て
工
芸
同
窓
の
絆
を
長
年
に
渡
り
繋

げ
尽
力
し
て
こ
ら
れ
た
中
京
工
芸
会
下
山
田
名

誉
会
長
の
訃
報
を
こ
の
度
知
り
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
以
前
は
愛
知
県
よ
り
関
西
工
芸
会

の
集
い
に
参
加
し
て
く
だ
さ
り
、
大
先
輩
の
偉

大
な
背
中
を
見
て
私
も
関
西
工
芸
会
の
歴
史
を

し
っ
か
り
繋
げ
て
い
こ
う
と
決
心
し
ま
し
た
。

私
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス

 

山
内　

勲（
1
9
6
2
年
・
M
卒
）

電
気
メ
ー
カ
ー
に
勤
め
て
い
た
35
歳
の
頃
独

立
を
考
え
、資
格
を
取
る
た
め
経
営
学
の
通
信
制

大
学
へ
入
学
し
ま
し
た
。
必
修
の
ス
ク
ー
リ
ン
グ

や
単
位
取
得
試
験
は
大
学
や
指
定
会
場
へ
行
く

な
ど
仕
事
と
学
習
の
両
立
は
苦
労
し
ま
し
た
が

家
族
の
協
力
が
あ
り
4
年
間
で
卒
業
。
そ
の
後
間

も
な
く
宅
地
建
物
取
引
主
任
者
に
合
格
、住
宅

会
社
の
営
業
へ
転
職
し
ま
し
た
。

こ
の
職
場
で
は
顧
客
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
ス
キ
ル
を
磨
き
住
宅
の
構
造
や
内
装
仕
様
を

研
修
で
学
び
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
技
術
を
習
得
。43
歳

の
時
千
葉
県
東
金
市
に
縁
が
あ
っ
て
家
を
建
て
、

大
手
住
宅
会
社
の
下
請
け
業
で
独
立
。
仕
事
の
合

間
に
は
東
金
市
長
よ
り
委
嘱
さ
れ
た
民
生
児
童

校
友
の
活
躍

姜
英
里
さ
ん 

2
0
2
1
年
度

グ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
賞
受
賞

 

姜
英
里
さ
ん（
2
0
1
4
年
・
M
卒
）

姜
さ
ん
は
M
科
を
卒
業
後
多
摩
美
術
大
学
に

入
学
、生
産
デ
ザ
イ
ン
学
科
で
プ
ロ
ダ
ク
ト
デ
ザ

イ
ン
を
専
攻
。
卒
業
後
は
株
式
会
社
河
合
楽
器

製
作
所
に
就
職
、主
に
楽
器
を
中
心
と
し
た
商

品
企
画
と
プ
ロ
ダ
ク
ト
デ
ザ
イ
ン
に
従
事
し
て

い
ま
す
。
ト
イ
ピ
ア
ノ
は
玩
具
と
し
て
強
調
さ
れ

第
44
回
日
本
新
工
芸
展

 

（
六
本
木 

国
立
新
美
術
館
）

同
展
に
校
友
4
名
が
参
加
、在
校
生
A
科
富
樫

知
優
さ
ん
が
学
生
選
抜
で
最
優
秀
賞
を
受
賞
さ

れ
ま
し
た
。

第
68
回
彫
刻 

創
型
展 

 

（
上
野 

東
京
都
美
術
館
）

彫
刻
・
創
型
展
に
お
い
て
4
名
の
校
友
作
品
が

出
展
さ
れ
ま
し
た
。

第
50
回
記
念 

伝
統
工
芸

日
本
金
工
展 
（
千
住
橋
戸
町 

石
洞
美
術
館
）

伝
統
工
芸
日
本
金
工
展
に
2
名
、
ま
た
21
+
部
門

に
8
名
の
校
友
の
入
選
作
品
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

•  

大
沼
千
尋
氏
（
1
9
7
0
年
・
A
卒
）

 

切
嵌
一
輪
挿
『
赤
の
連
山
』（
上
）

• 

佐
藤
充
俊
氏
（
2
0
0
5
年
・
A
卒
）

 

幾
何
学
文
布
目
象
嵌
香
合
（
下
）

関
西
工
芸
会
を
代
表
し
て
下
山
田
名
誉
会
長

の
御
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

 

関
西
工
芸
会
事
務
局　

松
田　

健（
2
0
0
1
年
・
A
卒
）

委
員
、街
づ
く
り
推
進
委
員
、地
元
の
区
長
、不

法
投
棄
監
視
員
な
ど
重
複
し
な
い
よ
う
に
勤
め

ま
し
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
は
千
葉
県
地
球
温
暖

化
防
止
推
進
委
員
、社
会
福
祉
協
議
会
の
広
報
委

員
に
所
属
し
グ
ル
ー
プ
の
協
働
に
よ
り
環
境
活

動
や
福
祉
活
動
な
ど
30
年
間
ほ
ど
続
け
ま
し
た
。

現
在
は
街
の
美
化
グ
ル
ー
プ
代
表
と
し
て
公

園
の
草
刈
り
や
花
植
え
を
行
っ
て
い
ま
す
。
公
職

で
は
東
金
市
選
挙
委
員
会
の
委
員
長
を
4
年
任

期
で
勤
め
て
お
り
ま
す
。
仕
事
は
公
職
選
挙
法
を

遵
守
す
る
た
め
の
啓
発
活
動
、立
候
補
者
の
登
録

業
務
、投
票
と
開
票
の
管
理
、執
行
の
立
会
で
す
。

責
任
は
重
大
で
す
が
自
分
の
志
し
の
行
動
な
の

で
苦
労
と
は
思
い
ま
せ
ん
。

М
科
を
卒
業
し
て
60
年
に
な
り
ま
す
が
分
野

が
異
な
る
住
宅
営
繕
と
社
会
貢
献
の
ワ
ー
ク
ラ

イ
フ
バ
ラ
ン
ス
は
私
の
生
き
が
い
に
な
っ
て
い
ま
す
。

て
き
ま
し
た
が
楽
器
と
し
て
の
あ
り
方
が
追
求

さ
れ
、大
人
の
演
奏
家
も
魅
了
す
る
点
が
高
く

評
価
さ
れ
ま
し
た
。

「
8
年
前
に
亡
く
な
っ
た
祖
母
と
の
思
い
出
を
作

品
に
残
し
た
い
と
思
っ
て
制
作
し
ま
し
た
。
こ

の
よ
う
な
賞
を
頂
け
て
大
変
光
栄
で
す
。
先
生

方
や
家
族
、友
人
の
支
え
な
く
し
て
、あ
の
作
品

は
出
来
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
お

陰
と
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。」

■
21
+
部
門

• 

石
川　

翠
氏
（
2
0
2
2
年
・
A
卒
） 

 

打
出
煙
管
『
休
憩
』

• 

沖
聡
太
郎
氏
（
2
0
2
2
年
・
A
卒
） 

 

鋳
青
銅
置
物
『
大
山
椒
魚
』

• 

野
本
悠
太
氏
（
2
0
2
2
年
・
A
卒
） 

 

鋳
青
銅
置
物
『
川
の
ヌ
シ
』

• 

深
谷
日
向
氏
（
2
0
2
2
年
・
A
卒
）

 

切
嵌
象
嵌
『
現
代
百
鬼
夜
行
』

• 

矢
口
鳩
望
氏
（
2
0
1
9
年
・
A
卒
） 

 

打
出
ブ
ロ
ー
チ
『
B
E
A
R
』

• 

尾
西
あ
す
か
氏
（
2
0
1
9
年
・
A
卒
） 

 

銀
赤
銅
透
か
し
香
合
『
ケ
ン
テ
ィ
フ
ォ
リ
ア
』

• 

後
藤
舞
衣
氏
（
2
0
1
9
年
・
A
卒
） 

 

銅
打
出
額
『
蒼
穹
』

• 

大
場
菜
摘
氏
（
2
0
1
9
年
・
A
卒
） 

 

『
銅
鋳
鍛
蟹 

シ
ュ
ウ
シ
ュ
ウ
科
カ
ニ
ド
ー
ラ
ク
』

学生選抜最優秀賞『最愛の人』|打ち出しレリーフ

在りし日の下山田前会長

［右から］

1.田中照一氏 （1964年・A卒） 『day break』

2.尾澤　勇氏 （1982年・A卒） 『山の風−春をつげる−』

3.佐藤理生氏 （2022年・A卒） 『湖畔』

［右から］

1.佐野一義氏 （1942年・Ｆ卒）  『春待つ人』

2.豊島　眞氏 （1954年・M卒）  『天上天下唯我独尊』 
3.渡邊賢二氏（Ｍ・元教員） 右：『日光菩薩』 中央：『月光菩薩』左：『烏

う ぐ ば が
俱婆誐童子』

4.神山智子氏 （1972年・D卒）  『多聞天像』
八鶴湖（はちかくこ）の花植え活動
右端が山内さん

1.

1.

2.

2.

3.

3.4.

都 立 工 芸 同 窓 会 会 報 | 1 8 0 4
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校
友
の
活
躍

個
展『
桂
盛
仁
展
-命
の
輝
き
を
謳
う
-』（
帝
国

ホ
テ
ル
プ
ラ
ザ
2
階「
間
あ
わ
い
」）

桂
盛
仁
氏 

（
1
9
6
3
年
・
A
卒
）

2
0
2
2
年
6
月
1
日
（
水
）
〜
7
月
3
日
（
日
）

│

96th 

国
展（
六
本
木　

国
立
新
美
術
館
）

安
富
信
也
氏
（
1
9
5
6
年
・
D
卒
）
出
展

佐
藤
ジ
ョ
ア
ナ
玲
子
氏（
2
0
1
5
年
・
A
卒
）

第
7
回「
斎
藤
茂
太
賞
」を
受
賞

私
の
大
切
な
母
校
、
工
芸
高
校
に
ち
な
ん
で
、

と
い
う
ワ
ケ
で
は
な
い
の
で
す
が
、
こ
の
川
下

り
の
旅
を
通
し
て
気
が
つ
い
た
こ
と
の
一
つ
は
、

船
で
長
旅
を
す
る
人
た
ち
の
物
作
り
へ
の
素
養

の
深
さ
で
す
。

カ
ヤ
ッ
ク
を
自
分
で
作
る
人
も
い
る
し
、
手

漕
ぎ
の
舟
の
漁
師
さ
ん
の
パ
ド
ル
も
手
作
り
だ
っ

た
り
し
ま
す
。
こ
こ
数
日
は
、
港
で
知
り
合
っ

た
ヨ
ッ
ト
の
人
と
一
緒
に
旅
を
し
て
い
る
の
で
す

が
、
実
際
に
船
を
走
ら
せ
る
よ
り
も
長
い
時
間

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
で
手
を
動
か
し
て
い
ま
す
。

彼
ら
の
仕
事
は
、
大
工
さ
ん
と
彫
刻
屋
さ
ん
。

旅
を
し
て
い
な
い
時
に
、
ボ
ロ
ボ
ロ
の
家
を
安

く
買
っ
て
自
分
で
直
し
て
賃
貸
し
た
り
、
受

注
生
産
の
大
き
な
彫
刻
を
作
っ
た
り
し
て
い
る
。

も
の
づ
く
り
も
舟
旅
も
自
由
で
、
国
境
を
超
え

た
文
化
的
に
豊
か
な
生
き
方
を
見
せ
て
く
れ
る
。

そ
う
い
う
意
味
で
、
ど
こ
か
共
通
の
精
神
性
が

あ
る
の
で
す
。

ぜ
ひ
、
カ
ヤ
ッ
ク
に
も
興
味
を
持
っ
て
い
た

だ
け
た
ら
嬉
し
い
で
す
!

「
A
科
O
B・O
G
展
示
始
ま
る
」

8
月
8
日
よ
り
来
年
2
月
初
旬
ま
で
の
半
年

間
、
母
校
O
B
・
O
G
展
示
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
て

A
科
の
展
示
を
行
い
ま
す
。

出
展
は
、
S

42
井
上
賢
さ
ん
・
S

56
山
下
裕

治
さ
ん
・
S

61
塩
田
廣
江
さ
ん
・
H
8
久
光

美
緒
さ
ん
・
H
16
坂
口
千
尋
さ
ん
・
H
17
佐
藤

充
俊
さ
ん
・
H
21
石
下
雅
斗
さ
ん
・
H
22
伊
東

沙
百
合
さ
ん
、
氏
家
美
佐
さ
ん
、
内
藤
彩
さ
ん
、

関
口
和
希
さ
ん
、
中
村
桃
子
さ
ん
・
H
23
伊
佐

奈
都
美
さ
ん
、
長
島
雪
乃
さ
ん
・
H
25
小
林
修

平
さ
ん
・
H
27
佐
藤
ジ
ョ
ア
ナ
玲
子
さ
ん
、
外

山
奏
瑠
さ
ん
・
H
28
安
田
翔
哉
さ
ん
で
す
。

是
非
ご
高
覧
く
だ
さ
い
。

野
弘
、猪
俣
廣
己
、大
滝
史
博
、木
下
幸
秀
、肥
沼
孝
明
、安

藤
孝
久
、金
井
昭
三
、田
丸
勝
秋
、林
正
二
郎
、細
江
邦
雄
、

佐
藤
治
、篠
宮
秀
雄
、戸
村
正
二
、中
村
高
久
、籠
谷
雅
博
、

荒
井
彰
一
、小
口
彰
一
、松
下
治
正
、今
野
健
三
、河
合
泰
雄
、

勝
田
雅
彦
、渡
辺
義
太
、澤
田
結
、長
井
英
太
郎
、小
島
毅
、

石
倉
孝
、西
井
和
男
、上
床
亦
、田
中
聰
行
、工
藤
精
一
、保

科
和
夫
、吉
田
光
男
、松
本
実
、小
池
孝
、須
田
賢
司
、神
山

（
田
上
）智
子
、武
田
和
之
、平
井
清
美
、伊
東
久
江
、岡
田

里
美
、西
和
、三
枝
安
梨
沙
、真
島
正
雄
、岩
花
幸
信
、其
田

卓
三
、安
達
豊
治
、佐
藤
康
守
、戸
矢
雅
道
、永
田
忠
史
郎
、

中
島
隆
、和
田
勝
、澤
木
武
雄
、村
尾
隆
、佐
味
貫
義
、亀
井

正
弘
、飯
塚
邦
雄
、佐
々
木
正
和
、石
川
勝
、嘉
藤
浩
一
、福

島
潤
、杉
浦
俊
和
、多
田
洋
一
、松
永
華
子
、池
田
修
一
、清

水
和
男
、井
上
文
雄
、南
伸
宏
、梶
広
幸
、佐
藤
秀
男
、山
田

康
幸
、千
明
敏
浩
、小
幡
武
司
、山
岸
政
彦
、松
原
宏
二
、福

田
一
郎
、塩
田
真
梨
奈
、富
村
小
夏
、桾
沢
知
里
、白
木
快
侑
、

加
々
美
杏
子
、赤
木
正
民

 

寄
附
金
額
:3
月
〜
7
月　

4
3
8
、0
0
0
円

事
務
局
よ
り

一
般
寄
附
ご
芳
名

本
年
3
月
1
日
以
降
7
月
22
日
ま
で
、
ご
芳
志

を
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
方
々
は
次
の
と
お
り
で
す
。

ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

 

（
順
不
同
、敬
称
略
）

今
井
昭
司
、小
泉
久
吉
、松
村
晃
子
、中
代
源
次
郎
、菅
藤

剛
、田
口
寿
恒
、森
田
清
、布
施
達
也
、大
野
武
夫
、笠
井
伸

枝
、鈴
木
陽
子
、大
塚
晃
啓
、平
野
堯
久
、馬
場
和
夫
、関
根

伸
司
、西
多
玲
奈
、田
辺
廣
、山
田
栄
二
、蓮
田
博
、鈴
木
幸

男
、藤
井
喜
代
子
、木
村
ふ
み
子
、板
垣
秋
司
、鈴
木
万
里

子
、小
林
博
、茂
野
勝
、栃
木
靖
男
、宮
崎
忠
夫
、安
室
典

忠
、林
秀
雄
、日
置
雄
毅
、時
田
桂
代
、成
田
真
一
郎
、高
木

家
守
子
、高
木
実
、間
中
辰
男
、遠
藤
成
則
、荒
井
拓
哉
、鍋

島
節
子
、石
原
義
久
、徐
博
宇
、斉
藤
誠
、桑
原
幸
雄
、横
山

一
雄
、中
島
一
光
、鈴
木
理
継
、三
浦
保
之
、山
崎
邦
男
、石

毛
多
喜
男
、若
松
延
男
、渡
部
な
お
、鈴
木
良
和
、石
原
義

久
、伊
藤
早
苗
、西
田
耕
一
郎
、川
上
三
恵
子
、五
十
嵐
賢
治
、

斎
藤
彩
樹
、斎
藤
恒
平
、伊
藤
早
苗
、関
宏
一
、山
内
勲
、田

島
悌
彦
、笹
沼
健
一
、久
保
木
秋
徳
、久
保
木
聖
子
、根
本

英
明
、甲
賀
真
人
、松
本
七
五
三
吉
、鯉
沼
誠
司
、今
井
昭

司
、矢
吹
郁
雄
、春
山
忠
雄
、浅
岡
輝
彦
、羽
切
美
代
子
、浦

野
至
誠
、井
上
賢
、林
哲
三
、櫻
井
久
喜
、浦
野
至
誠
、服
部

一
、中
村
保
弘
、鹿
野
伸
子
、辻
丸
佳
代
子
、松
井
辰
弘
、杉

山
哲
三
、萩
原
勝
実
、横
田
修
光
、丸
山
士
郎
、井
上
正
治
、

M
M
M
会
、井
上
伸
行
、山
口
治
夫
、岩
崎
龍
二
、篠
崎
晴

夫
、井
野
上
一
寿
、友
光
勝
、櫻
井
敏
之
、橘
正
春
、原
典
生
、

岩
井
昌
代
、五
反
田
稔
、内
山
孝
、佐
藤
幸
夫
、黒
田
次
郎
、

井
上
京
子
、柳
北
勲
、宇
津
木
俊
徳
、小
川
千
秋
、堀
越
敏

晴
、山
田
敏
雄
、斎
藤
文
一
、山
木
知
二
、青
山
瀧
雄
、湯
沢

宋
江
、安
富
信
也
、数
野
博
久
、石
川
孝
史
、井
部
早
苗
、成

本
徹
、小
林
朗
、原
田
俊
夫
、松
井
重
欣
、山
田
肯
佑
、帆

足
宗
二
郎
、谷
道
和
博
、赤
坂
忠
男
、大
山
栄
一
、嶋
村
邦

昌
、大
野
礼
奈
、天
津
永
二
、渡
辺
隆
司
、中
村
真
、猪
俣
新

治
、高
橋
裕
次
郎
、菊
地
道
夫
、小
宮
茂
、小
野
達
哉
、松
井

眞
矢
、三
田
村
幸
治
、松
田
正
己
、尾
高
好
夫
、菅
香
世
子
、

大
場
康
博
、津
久
井
弘
光
、春
山
文
典
、神
山
隆
夫
、大
洞

健
史
、杉
原
由
美
子
、倉
田
淳
也
、安
原
敏
郎
、斉
藤
太
郎
、

浅
井
将
治
、高
田
宏
樹
、宮
崎
忠
夫
、刀
根
理
佳
、市
原
博

信
、長
澤
作
夫
、佐
藤
守
克
、串
田
恭
男
、金
子
満
、南
部
昌

宏
、宮
森
隆
志
、戸
津
圭
之
介
、戸
原
正
之
、永
妻
盛
治
、山

崎
邦
夫
、升
谷
和
久
、菅
野
登
、野
島
進
、山
口
博
幸
、秋
信

真
知
子
、生
貝
文
人
、福
田
と
も
枝
、阿
部
達
夫
、矢
島
政

幸
、長
井
豊
、松
岡
道
夫
、野
永
由
美
、服
部
真
澄
、能
登
崇

行
、五
十
嵐
智
則
、徳
宮
陽
子
、松
原
美
穂
、阿
部
忍
、佐
久

間
悠
太
、石
井
あ
づ
み
、野
村
敬
子
、宇
井
維
久
美
、小
川

光
、中
嶋
冴
子
、諏
訪
智
恵
子
、野
中
寛
奈
、田
中
収
蔵
、山

田
実
、加
藤
勝
久
、井
上
真
介
、岡
村
行
康
、高
橋
正
文
、遠

藤
紬
生
、杉
本
良
三
、藤
原
高
遠
、田
中
秀
、加
藤
泰
弘
、平

光
和
人
、南
繫
三
郎
、早
川
勝
、高
橋
孝
雄
、飯
島
饒
、太
田

公
平
、中
野
信
道
、塩
崎
惠
一
、清
水
旭
、堀
田
喬
夫
、津
田

友
政
、矢
ヶ
崎
敏
和
、高
橋
健
、尾
崎
光
雄
、伊
藤
哉
、渡
辺

昇
平
、堀
井
輝
和
、井
戸
健
輔
、山
林
愛
実
、明
治
佳
保
里
、

久
保
田
裕
之
、萩
原
明
、河
田
拡
吉
、亀
井
格
一
、長
澤
政

治
、池
野
赫
夫
、筒
井
健
郎
、恒
成
芳
郎
、大
川
浩
一
、桐
淵

典
記
、古
澤
貞
男
、中
村
一
夫
、北
村
忠
之
、福
田
友
美
、萬

羽
進
、森
谷
延
周
、澤
田
泰
雄
、坂
巻
謙
一
、田
口
洋
夫
、飯

沼
勲
、宇
都
木
邦
明
、田
中
達
夫
、飯
田
眞
実
、柴
藤
竹
夫
、

寺
田
久
子
、石
川
時
彦
、地
主
広
明
、櫻
田
幸
代
、沢
崎
孝

子
、高
塩
廣
之
、小
林
重
行
、怡
土
昌
子
、村
上
由
香
子
、長

尾
清
美
、伊
藤
聖
樹
、星
川
輝
成
、山
下
泰
宏
、村
奈
嘉
義

雄
、芳
賀
昭
正
、秋
山
憲
司
、渡
辺
昭
順
、西
田
三
郎
、大
井

正
五
、橋
本
恵
光
、所
和
男
、池
田
博
、萬
澤
佐
多
子
、片
岡

良
亮
、大
井
三
喜
男
、森
田
七
星
、小
平
確
、茂
木
益
雄
、小

早
川
亨
、小
宮
滋
、新
村
富
雄
、伊
達
崎
健
治
、穴
吹
昭
勝
、

矢
島
三
男
、山
田
寿
美
、向
囿
唯
久
、大
平
勝
哉
、小
田
治

郎
、山
内
勇
、吉
野
香
恵
、峰
万
佐
子
、矢
野
利
明
、植
野
弘

一
、櫻
井
明
子
、渡
部
ト
キ
エ
、朝
倉
み
よ
、糸
川
富
子
、稲

垣
博
、紅
林
正
司
、橋
場
信
男
、大
林
眞
理
子
、三
日
市
康

男
、野
藤
和
子
、宇
田
川
政
和
、大
野
早
苗
、永
井
裕
明
、村

上
千
晴
、森
下
理
恵
、久
保
い
ず
み
、岡
野
匡
晋
、岡
野
花

恵
、仲
波
由
美
、長
谷
川
栄
、石
川
進
造
、斎
藤
慧
、大
橋
新

介
、小
佐
々
憲
、杉
本
勉
、杉
山
昌
光
、木
下
晴
雄
、中
澤
泰

男
、柿
坪
英
志
郎
、齋
藤
シ
ヅ
エ
、石
井
三
樹
郎
、今
井
定
義
、

前
田
竹
明
、三
橋
宏
之
、地
濃
正
明
、磯
野
祥
、松
田
健
、竹

村
郁
香
、佐
藤
充
俊
、伊
藤
珠
生
、福
田
佳
代
、石
川
東
吾
、

小
林
久
典
、池
田
正
弘
、都
筑
文
、野
本
能
義
、松
永
孟
、丹

訃
報

前
回
の
会
報
（
1
7
9
号
）
以
降
、
本
会
宛
て
正

式
に
ご
連
絡
が
あ
り
ま
し
た
方
々
は
、
次
の
皆

様
で
す
。
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

 

（ 

）内
は
逝
去
さ
れ
た
日
で
す
。

山
田
清
二
氏 

S
16
M
卒 

（
不
明
）

佐
野
一
義
氏 

S
17
F
卒 

（
R
4
・
6
・
16
） 

江
端
恒
太
郎
氏 

S
18
M
卒 

（
H
30
・
12
・
22
） 

坂
江　

清
氏 

S
20
P
卒 

（
R
3
・
5
・
16
）

高
橋
雄
作
氏 

S
21
M
卒 

（
R
2
・
10
・
4
）

下
山
田
信
一
郎
氏 

S
23
M
卒 

（
R
4
・
3
・
3
）

小
嶋
一
行
氏 

S
25
A
卒 

（
不
明
）

永
井
之
弘
氏 

S
25
F
卒 

（
R
2
・
5
・
19
）

安
達
豊
治
氏 

S
27
P
卒 

（
R
2
）

松
永　

孟
氏 

S
28
M
卒 

（
不
明
） 

加
藤
仁
一
氏 

S
28
M
卒 

（
R
3
・
2
・
10
）

池
田
敬
司
氏 

S
29
P
卒 

（
R
1
・
10
・
22
）

勝
矢
重
利
氏 

S
29
D
卒 

（
R
4
・
1
・
3
） 

高
橋
孝
治
氏 

S
30
F
卒 

（
不
明
）

宝
田
満
男
氏 
S

31
A
卒 

（
R
3
・
5
） 

高
崎
道
夫
氏 
S

32
D
卒 

（
R
3
・
11
・
23
） 

幸
山
和
弘
氏 

S
33
M
卒 

（
不
明
） 

大
河
原
良
和
氏 

S
33
D
卒 
（
R
4
・
4
・
1
）

佐
野　

勲
氏 

S
34
A
卒 
（
不
明
）

山
下
泰
宏
氏 

S
34
F
卒 

（
R
4
・
5
・
1
）

時
本
恵
紹
氏 

S
34
P
卒 

（
不
明
）

山
田
喜
守
氏 

S
34
D
卒 

（
R
4
・
3
・
31
）

安
藤　

充
氏 

S
36
M
卒 

（
H
31
・
2
・
2
）

石
井
清
一
氏 

S
38
M
卒 

（
不
明
）

猪
鼻
貞
子
氏 

S
44
D
卒 

（
R
4
・
5
・
16
）

森
戸
清
美
氏 

S
45
A
卒 

（
R
2
・
4
・
25
）

第
62
回
東
日
本
伝
統
工
芸
展（
日
本
橋
三
越
本
店
）

同
展
に
校
友
4
名
の
作
品
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

■
染
織
部
門

鈴
木
ゆ
き
子
氏
（
1
9
7
4
年
・
D
卒
）

絣
織
着
物
『
紅
梅
／
白
梅
』

松
原
伸
生
氏
（
1
9
8
4
年
・
D
卒
）

長
板
中
形
着
尺
『
竹
文
』

■
金
工
部
門

大
沼
千
尋
氏

（
1
9
7
0
年
・
A
卒
）

切
嵌
花
器
『
緑
の
連
山
』

■
木
竹
工
部
門

須
田
賢
司
氏

（
1
9
7
3
年
・
F
卒
）

拭
漆
欅
の
小
箱

│個
展中

谷
先
生
の
個
展
『
中
谷
隆
夫
の
ふ
だ
ん
使

い
の
陶
器
』
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

日
時
:2
0
2
2
年
6
月
23
日（
木
）〜
28
日（
火
）

会
場
:調
布
市
深
大
寺　
「
曼ま

ん
じ
ゅ
え
ん

珠
苑
」

中
谷
隆
夫
氏　

D
科
元
教
員（
1
9
7
0
年
〜

2
0
0
0
年
）

『ホームレス女子大生川を下る』
報知新聞社  2021年

1階　卒業生作品展示ギャラリー　展示風景

安富信也氏『詩篇』
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